医療過疎が進む三重県南部での超急性期画像転送スステム　OISESAN NETの構築 by 柴田 益成 et al.
 160 ■ 2014年 10月 16日（木）
O6-16
造血幹細胞移植患者の口腔内評価について
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4mm 以上は 9 名（19.1％）歯肉出血 20 名（42.5％）、PCR 値は平
均 15.8％であった。移植後に再評価した 11 名では、歯周ポケット
の深さ 4mm 以上は 2 名（18.1％）、歯肉出血 6 名（54.5％）、PCR
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当院は島根県東部に位置する圏域人口約 25 万人を背景とした 645
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Merci/Penumbra による緊急 IVR 等の発展進歩により、24 時間稼
動の team には所属を超えた連携が求められており、今回、我々は
医療過疎が進むある地方をモデル地区 (O 地区 ) とし、同地区の中
核病院と当施設との間に急性期遠隔画像転送システムを構築したの
で、その現状と有用性につき検証する。【方法】O 地区中核病院 (O 院 :
神経系専門医不在 ) と当施設 (I 院 :JSNET 専門医 2 名 , 脳神経外科
6 名 , 神経内科医 4 名 ) との間に、光ケーブル通信を用いた VPN 回
線を結び共有フォルダによる画像転送システムを構築した。本シス
テムを介した症例の背景と転機につき検討した。【結果】運用開始
の昨年 6 月からの 7 か月間、本システムを介しコンサルテーション
があったのは 59 例あり、内訳は脳卒中が 29 例 49％と多数を占め
ていた。45 例が転入搬送され、開頭術 18 例、IVR7 例、IVtPA2 例
が施行された。両院間で転送された脳梗塞例は、導入前 7 か月 5 例、
導入後 7 か月 10 例と増加。転送時間（中央値）は導入前 175 分、
開始後 144 分と短縮。退院時転機 mRS ≦ 2 は導入前 40％、導入
後 70％と増加していた。本システム導入に要した費用は、初期費
用 84,105 円、回線利用料 16,128 円／月、参照用端末のハードウエ
ア 150,580 円のみであり、画像転送に要した時間は平均 10 分であっ
た。【結論】VPN 回線を用いた二施設間の双方向性画像共有システ
ムは、専門医不足にあえぐ医療過疎地域において非常に有用である。
本システムを多施設間 telemedicine に拡大しさらに広域の医療ネッ
トワークを形成するための取り組みについても報告する。
